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眸
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み

No1

今
日
の
学
習
！

【

助
動
詞
の
〈

接
続

〉

】

に
つ
い
て

◇

助
動
詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
活
用
語
の
何
形
に
く
っ
つ
く
の
か
が
決
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
〈

接
続

〉
と
い
う
。
例
え
ば
、
助
動
詞
「
け
り
」
は
連
用
形
接
続
。

「
け
り
」
の
前
に
は
、
必
ず
活
用
語
の
連
用
形
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

（
例
）

竹
を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
に

使
ひ

け
り
。

こ
の
場
合
、
「
け
り
」
の
前
に
は
、
ハ
行
四
段
動
詞
「
使
ふ
」
の
連
用
形

「
使
ひ
」
が
あ
る
。

参
考

語

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

終
止
形

使
ふ

使

は

ひ

ふ

ふ

へ

へ

◇
〈

接
続

〉
を
覚
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
ら
れ
る
こ
と
。

問
一

次
の
傍
線
部
の
動
詞
の
活
用
形
を
答
え
よ
。

今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。

ラ
変
動
詞
「
あ
り
」
は
連
用
形
と
終
止
形
が
、
い
ず
れ
も
「
あ
り
」
。

参
考

語

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

終
止
形

あ
り

あ

ら

り

り

る

れ

れ

「
ど
っ
ち
？
」
と
な
る
け
れ
ど
、
答
え
は
「
連
用
形
」
。
下
に
「
け
り
」
が
続
く
か
ら
。



問
二

次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
を
答
え
よ
。

知
ら
ぬ
こ
と
も
な
し
。

助
動
詞
で
「
ぬ
」
と
い
う
形
が
あ
る
の
は
、
「
完
了
」
の
助
動
詞
「
ぬ
」
と
「
打
消
」

の
助
動
詞
「
ず
」
。

参
考

語

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

終
止
形

文
法
的
意
味

接
続

ぬ

な

に

ぬ

ぬ
る

ぬ
れ

ね

完
了
・
強
意
・
並
列

連
用
形

ず

ず

ず

ぬ

ね

ず

打
消

未
然
形

ざ
ら

ざ
り

ざ
る

ざ
れ

ざ
れ

「
ど
っ
ち
？
」
と
な
る
け
れ
ど
、
答
え
は
「
打
消
」
。

こ
の
場
合
、
「
ぬ
」
の
前
に
は
ラ
行
四
段
動
詞
「
知
る
」
の
未
然
形
「
知
ら
」
が
あ
る

の
で
、
未
然
形
接
続
の
助
動
詞
で
あ
る
「
打
消
」
の
「
ず
」
と
な
る
。

参
考

語

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

終
止
形

知
る

知

ら

り

る

る

れ

れ

練
習
問
題

（
過
去
の
大
学
入
試
問
題
か
ら
）

問

二
重
傍
線
部
①
・
②
の
「
ぬ
」
の
文
法
的
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

①

風
吹
け
ば

蓮
の
浮
葉
に

玉
こ
え
て

涼
し
く
な
り
ぬ

ひ
ぐ
ら
し
の
声
（
『
金
葉
集
』
）

②

こ
の
里
も

夕
立
し
け
り

浅
茅
生
に

露
の
す
が
ら
ぬ

草
の
葉
も
な
し
（
『
金
葉
集
』
）

で
き
た
か
な
？

答
え
は
・
・
・

こ
の
期
間
に
助
動
詞
を
復
習
し
よ
う
！


